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概　　要

　本稿では、SNSは理想的な身体像の形成に影響があるという仮説の有効性を明らかにする
ために 50 件の英語で発表された論文を分析した。その結果、傾向・対象・方法が異なるにも
かかわらず、最終的結論は「SNSは理想的な身体像の形成に影響がある」に行きつき、本研
究における仮説の有効性を示唆するものとなった。それと同時に、国内論文と海外論文の、傾
向・対象・手法の特徴を浮かび上がらせることができた。

キーワード：SNS、理想的な身体像、身体像、自尊心、不満

Abstract

In this study, 50 research papers published in English were analyzed to examine the validity of the 
hypothesis that social media influences the formation of ideal body images. Despite variations in 
trends, subjects, and methodologies across these studies, the final conclusions of the meta-analysis 
consistently indicate that SNS influences the formation of an ideal body image, thus supporting 
the validity of the hypothesis. Additionally, the current study highlights the distinguishing 
characteristics in trends, subjects, and methodologies between domestic and international studies.
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はじめに

　近年、若い女性が SNSを通じて理想的な体型
に触れる機会が増加している。また体型の比較
対象の多様化によって懸念や不満が増幅してお
り、神経症や拒食症などの現実的な健康被害も出
始めている。その問題背景には、SNSの投稿に
見られる美の基準（社会的平均）を満たしてい

たい願望や、満たさなければならないという脅
迫観念が生じるようになった（Yamout, Issa, & 
Ghaddar, 2019）ためであると考えられる。若い
女性が持つ、これらの願望や脅迫観念を強めるも
のには、SNS上に存在する、友人・知人・イン
フルエンサーなどの身近な人物との体型比較であ
る。身近な人物との体型比較は、SNSならでは
の効果であり、従来のメディアに出ている芸能人
との比較は、達成不可能な体型という考え方から
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比較対象になりづらい（Papageorgiou, Fisher, 
& Cross, 2022）傾向にある。
　このような問題が世界各国で起きている現状に
あり、国内では若い女性が体型比較をすることで
痩身願望が強まり、摂食障害になる女性の割合が
多く（田崎　2006）なっている。さらに、若い女
性が持つ理想的な身体像の多くは「痩せている」
ことであり、それも健康的な痩身体型ではない
（Sano, et al., 2008）。
　海外においても、体型比較によって身体像の不
満が高まり摂食障害を起こす割合が増加している
（Riaz, Nazeer, & Muzaffar, 2024）。これは日本
と同じく、理想的な身体像に痩身体型が含まれて
いることが原因である（Pedalino & Camerini, 
2022）。これらの体型比較や理想的な身体像を持
つことは、社会比較や美の基準以外に SNSの機
能面が作用していると考えられる。
　SNSでは、アルゴリズムがネット利用者個人
の検索履歴や閲覧履歴を分析し学習することで、
その類似情報または画像を優先的に表示するとい
うフィルターバブル現象が作用している（総務省
　2019）。このフィルターバブル現象により、痩
身体型に関する画像やダイエット動画が半永続的
におすすめ欄に掲載されることで体型比較を行う
環境が出来上がる。身近な人物であるインフルエ
ンサーや友人、知人と比較することで、極端なダ
イエット行動に至り BMIの低下や栄養の偏りと
いった身体的問題を引き起こす。またエコーチェ
ンバー現象1）もフィルターバブルと同時に作用
する可能性があり、身体像に対する価値観の偏り
が生じることも示唆される。
　このような社会的背景を踏まえたとき、先行研
究では、どのような学術的試みがされているの
か。また SNSが理想的な身体像の形成に影響が
あるという仮説は、現段階の研究においてどれほ
ど有効性を示唆している概念であるかという点を
本研究で明らかにする。
　まず、本研究において「身体像」と「理想的
な身体像」は重要なキーワードであるため、こ
の 2 つの概念について明白な定義を提示する。
Schilder （1935）による身体像は、＂The image 
of the human body means the picture of our 
own body 2） which we form in our mind, that 

is to say the way in which the body appears 
to ourselves＂（p.11）と定義している。また
Schilder （1935）は、誰もが自分自身の身体像に
対して三次元的なイメージを持っており、そのイ
メージは外観という自己を持っていると述べてい
る。さらに牛田ら（2000：69）は身体像を以下に
定義しており、「身体に対する満足度と関係をも
つ概念であり、客観的にみた身体と合致する場合
もあれば、合致しない場合もあり、自己認識の重
要な構成要素である3）」と定義している。双方の
定義から、身体像と「自己」は強い関係性がある
と窺える。
　次に「理想的な身体像」の概念につい
て、Martin（2010） は＂Ideal body image 
is the phrase used to refer to the body 
size determined by oneʼs cultural group 
to epitomize beauty and/or success in 
achievement of the optimum physical state as 
defined by that group＂（p.98）と定義している。
理想的な身体像は、その国にある美の基準を満た
した状態と読み取れポジティブな意味合いとして
受け取れるが、実際はネガティブな概念として研
究に使用されることが多い（Heider, Spruyt, & 
Houwer, 2015）。

研究目的・方法

　本研究では、SNSは理想的な身体像の形成に
影響するというリサーチクエスチョンを明らかに
した海外論文を取り上げメタ分析を行う。なお、
ここでいう海外論文とは、英語で執筆された研究
で、かつ、研究対象である地域と人種が日本およ
び日本人以外を扱った学術論文を指す。次にメタ
分析を行う理由は、海外論文では SNSと身体像
の分析をする際、傾向・対象・方法から多種多様
に行っている。研究内容や方法が違っても最終的
な結果である「SNSは理想的な身体像の形成に
影響がある」という同じ結果に行き着くのか、ま
た SNSは理想的な身体像の形成に影響するとい
う仮説の有効性を示唆するためメタ分析を行う。
　研究対象は、3つのキーワードと限定した年代
である 2000 年～ 2024 年の条件を満たした海外
論文 50 件を対象とした。3 つのキーワードは、
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身 体 像（body image）、SNS（X/ Instagram/
Facebook）、 心 理 的 要 因（self-esteem/
dissatisfaction） の 3つである。この 3つに限定
した理由として、海外・国内に関わらず、SNS
は若い女性に対して理想的な身体像を形成する原
因となっている。また、過度の理想的な身体像を
持つことによって、体型の不満や身体像を懸念す
る精神的ストレスへとつながり、拒食症やうつ病
といった現実的な健康被害が出始めている。この
ような社会背景や先行研究から SNS・身体像・
心理的要因である 3つのキーワードは強い関連性
を持っており、この 3つを含めて分析する意義が
十分にあるという理由から、このキーワードに設
定した。
　また海外論文では、身体像の形成の影響を分析
した研究が豊富であり、さまざまな分野から分析
を行なっている。それゆえ身体像（body image）
だけを研究対象にすると膨大な数を分析するこ
とになるため、3つのキーワードを含むものを対
象にした。また年代については、青少年期から
SNS（X/Instagram/Facebook）を日常的に使用
している利用者を対象にした研究を用いたい。従
って SNSが世界的に普及し、一般人の SNS利用
が一般化した年代である 2000 年（総務省　2015）
から 2024 年に限定した。
　本研究の意義は、SNSは理想的な身体像の形
成に影響があるという仮説の有効性を示唆し、上
述した研究における傾向・対象・方法の特徴を見
出すことである。さらに、この研究分野において
健康リスクと身体像という視点からの分析だけで
なく、SNSの種類や機能という視点、または体
型比較や美の基準といった社会的・文化的視点か
らの分析も有効であるという可能性を見出すもの
である。

1．国内先行研究のレビュー

　SNSの利用者は年々増加かつ低年齢化する傾
向にあり、SNSを利用していない人の方が少な
い状況にある。その結果、若年層による「身体像
の理想化」という問題が生じている。以前から若
年層に対して理想的な身体像の影響を与えてきた
主体は、テレビや雑誌などに出ている芸能人や

ファッションモデル、または写真とともに添え
られるメッセージなどがあった。しかしながら、
SNSでフォローし合う友人や会社の同僚、さら
にはユーチューバーやインフルエンサーと呼ばれ
る、芸能人とは違った影響力のある主体が現れた
ことによって、近年、女性の身体像に影響を与え
る要因は増加かつ複合的になっていると考えられ
る。こうした国内で起こっている問題と現状に対
して、学術的な知見はそれほど蓄積されているわ
けではない。そこで以下、SNSが身体像の理想
化に与えている要因と影響をテーマにした国内の
代表的な先行研究を分析し、SNSの利用がもた
らす身体像の理想化とその問題に関する研究の不
足部分を明らかにする。ここで国内の先行研究を
レビューする主な理由は、本研究が分析する海外
論文との対比をより分かりやすく浮かび上がらせ
るためである。

1．1　日本国内の先行研究の特徴と総括
　これまでの日本国内の研究を振り返ると、おお
よそ次のような特徴を挙げることができる。それ
はメディアが若年層の痩身願望、痩身理想の内面
化、摂食障害に少なからず影響を与えてきたとい
う 3点である。これらの特徴を浮かび上がらせた
と同時に、若い日本人女性にとって理想とされる
身体像は痩せていることであり、その痩身に対す
る価値は非常に高いものであると捉えることがで
きる。
　これらを踏まえ、この特徴 3 点とメディアの
メカニズムおよび研究の不足部分を理解するた
めに、Google Scholarにおいて、「メディア、身
体像、心理 /自尊心 /不満」と検索し、その結果
626 件ヒットした。さらにメディアという対象か
ら SNSに絞り「SNS、身体像、心理 /自尊心 /
不満」と検索すると 215 件（2024 年 10 月 3 日　
閲覧）ヒットした。本節では、主に SNSが身体
像の理想化に与えている要因と影響を分析した代
表的な論文である 3本を選出し分析を行い、国内
では身体像の研究において、どのような課題を残
しているのか、またどのような特徴があるのかを
明らかにする。
　干場・江村（2024）は、社会文化的要因と心理
学的要因が大学生の摂食障害傾向に及ぼす影響を
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分析していた。社会文化的要因には、痩身体型を
美しいとする社会基準の影響があり、心理学的要
因では自尊感情や自己意識、身体不満足感が挙げ
られていた。この研究において身体像は主な対象
ではなく、身体不満足の説明とともに少し引用さ
れていた程度であった。
　研究結果では、女性は男性よりもメディアが伝
達するダイエットや痩身美に関する情報の影響を
受けやすいことや、メディアが女性に対し外見の
圧力を与えていること、痩身体型を美しいとする
社会基準の影響があることを明らかにしていた。
しかし社会文化的要因と心理学的要因が、女性の
理想的な身体像に悪影響を与えているといった側
面からの分析はされていなかった。
　次は、高梨・奥野（2021）による女子大学生の
痩身希求態度に関する研究である。この研究で
は、重要他者の発言が身体不満足感、痩身願望、
痩身希求行動、承認欲求に、どのように関連して
いるかというロジックを明らかにし、重要他者に
よる発言の影響力を分析していた。ここでの重要
他者とは、家族、友人らを指している。
　分析結果は、身体不満足感→痩身願望、痩身願
望→痩身希求行動に影響を与えていたが、身体不
満足感→痩身希求行動に直接的な影響はないとい
う結果であった。また、身体不満足感という心理
的思考から実際に運動や食事制限といった当事者
の行動も明らかにしており、身体不満足感に対す
るロジックを明確に示していた。しかし、この先
行研究においても身体像というワードではなく、
「身体不満足感」というワードを使用し分析を行
なっていた。
　この研究において、重要他者からの発言は多大
な影響力を持っており、痩身希求行動を起こす原
動力になっていることが明らかとなった。しか
し、この研究においても SNSが女性の身体像に
対して悪影響を及ぼしているのかといった分析は
しておらず「重要他者」という家族、友人、恋人
の発言を元に、発言を聞いた女子大学生の心理と
行動について分析していた。
　次は、早見（2015）による「女子中学生のダイ
エット行動とメディア利用、痩身理想の内面化、
身体不満との関連」である。分析結果では、年齢
が上がるとともに痩身理想の内面化・身体不満が

増加したと明らかにしていた。この研究に頻出す
る痩身理想の内面化とは「社会的に魅力がある、
価値があるとされる痩身を、自己の価値観や理想
として取り組んでしまう概念である」（浦上・小
島・沢宮　2013：146）。
　次に、メディア利用という分析項目では、テレ
ビの視聴時間とインターネットの利用時間から分
析していた。また、テレビとインターネットの利
用時間を比較すると、インターネットの方がダイ
エット行動に繋がるという結果となっていた。こ
の年齢が上がるとともに痩身理想の内面化が増
加する傾向は、若い学生の期間に痩身理想の内
面化が増加する傾向にある（Roberts, Maheux, 
Hunt, Ladd, & Bradley, 2022）という海外の研
究とは異なる結果を出している。
　以上 3つの国内の先行研究から読み取れること
は、国内における先行研究が若年層に特有の「身
体不満足感」の背後にある社会・文化的要因や、
痩身を志向する若年層の行動力といったものに着
目している事実であった。言い換えれば、拡散力
や共有力といった SNSの機能面やメディアとし
ての特性に注目し分析したものは限られている。
しかし、後述するように海外論文では、「SNS・
身体像・心理的要因」を含む先行研究を容易に見
つけることができた。
　次に、以上の代表的な 3つの先行研究から不足
している点をまとめた。最近の研究では、橋本・
宮岡・鈴木・加茂（2018）や山﨑・大森（2019）
のような SNSと身体像の影響に関する研究も出
てきたが、海外の研究と比較すると研究対象の点
から不足していると考えられる。国内の研究にお
いて以下の特徴を発見した。

　（国内論文の特徴）
　・‌�病気（うつ病や摂食障害など）と関連づけて

分析している研究が多い。
　・‌�SNS に特化し分析しているというよりかは、

インターネットという大きな枠組みを対象と
していた。

　・‌�従来のメディアと身体不満を分析した研究が
多い。

　・‌�研究の対象者に女子大学生が用いられること
が多い。
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　・‌�身体像より身体不満や痩身願望というキーワ
ードの方が目立った。

　国内の研究では、対象者に女性のみを起用して
いる研究が多く、男性を含め分析を行っている研
究は僅かであると見受けられる。また身体像の問
題について、SNSが日本国内の若年層に対して、
どのような影響と問題を引き起こしているかとい
った具体的な現状を十分に把握できていないと考
える。その国の社会状況や文化によって分析結果
は異なるが、若年層が SNSを利用して身体像の
理想化や不満という懸念から、心理的要因である
自尊心へと影響することで痩身体型をもつ少女や
女性が増加しているという状況はグローバル規模
で共通している。
　このような社会問題が起こっている状況下で海
外の研究で明らかにされている具体的な要素や影
響とは何か。若年層の身体像が理想化する状況は
同様ではあるが、理想化の要因や影響に違いは見
られるのか。また、それらを分析するにあたって
傾向・対象・方法の違いや特徴があるのかという
部分を明らかにすると共に、SNSは理想的な身
体像の形成に影響があるという仮説の有効性を明
らかにすることを目的とする。

2．海外の先行研究における分析

2．1　年齢・性別の分析
　海外論文での対象年齢は、青年期（10 代～ 20
代）が最も多く、その次に成人期（20 代～ 40
代）が多い。この背景には、若者の SNSの使用
が身体像・自尊心に影響を及ぼす可能性がある
（Darchia, 2022）ことや、若者が SNSの投稿を
閲覧することで、他人や友人と社会比較をすると
いう社会的背景から、10 代～ 20 代を対象とした
研究が多いと考えられる。
　そもそも社会比較とは、自分と他人を比較す
ることで、判断、経験、行動に影響を与える基
本的なメカニズムである（Crusius, Corcoran, & 
Mussweiler, 2022）。また社会比較は、自己認識
の獲得や自尊心の維持・向上といった機能（三
宅・西山　2022）を持ち合わせているが、SNS
を使用することで自尊心が低下し身体の不満に繋

がるといった真逆の効果をもたらす可能性があ
る。このことから海外の研究者たちは、価値観が
確立しつつある成人期後半を対象とするのではな
く、価値観が未熟である青年期を研究対象にする
ことが多いと見受けられる。
　性別では男性より女性が多く、とりわけ女子
高校生を対象としている研究が多い。男性を中
心的に分析している研究が少ない理由は、男性
よりも女性の方が身体像を懸念しており（Möri, 
Mongillo, & Fahr, 2022）、男性は体重を軽く
したいというより筋肉をつけて体重を重くし
たいという女性とは真逆の感性を持っている
（Furnham, Badmin, & Sneade, 2010）ため、
SNSと身体像の不満や懸念を研究するとき、女
性を対象にすることが多いと考えられる。
　また研究対象に男性を含めた研究の結果は、大
抵が男性の身体像の不満と SNS利用は関係がな
く、SNSを利用することで自尊心が低下すると
いう結果だけが出ている。男性の SNS利用と身
体像の不満や懸念は、女性と違う問題（自尊心の
低下など）を持っている可能性があり、それゆえ
今後は SNS利用が身体像に影響する男女の違い
という側面からの研究を充実させていくことも必
要であると考えられる。
　以上をまとめると、海外論文では女子高校生や
女子大学生を対象としているものが多かった。こ
の研究対象の偏りは国内の先行研究にもあり、国
内では女子大学生を対象としている研究が多い。
これには、SNSの利用者に若者が多いことや青
年期の少女が SNS上の友人、他人、有名人と比
較する行動である社会比較という行動が見られる
ため研究対象に選ばれることが多いと考えられ
る。
　また近年における青年期の少女や少年が置かれ
ている環境は、SNSが誕生する前の環境と異な
る。現代の少女や少年は、ゲームや動画を視聴す
るといった娯楽として SNSを使用するだけでは
なく、家族や友人にメッセージを送信したり、検
索アプリで知らないことを検索したりするなどの
日常生活における必需品へと変化している。これ
により青年期の少女や少年が SNSに触れる機会
は増え、膨大な情報を得ることによって、身体像
の不満や SNS上の他人、友人または有名人と社
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会比較をする時間が増加する可能性がある。言い
換えれば、スマホを日常的に使用する年齢層が低
くなり、SNS上で理想的な身体像にさらされる
時期が早まることで、研究の対象年齢はより一層
広まる可能性がある。
　さらに年齢層のみならず研究対象の性別にも変
化が現れる可能性があり、身体像の不満や懸念を
分析するにあたって、女性が多く取り上げられて
いたが、国や文化によっては男性を含めた分析も
増えると考えられる。それには、日本や韓国とい
ったアジアを中心に男性も基礎的な化粧をする人
が増えている状況に変化してきているため、アジ
アと海外ではまた違った研究結果が得られる可能
性がある。

2．2　‌�50 件の先行研究に見る傾向・対象・方法
の特徴と総括

　本章では、50 件の海外論文から SNSが及ぼす
理想的な身体像の形成における傾向・対象・方法
において、従来の研究には見られなかった新しい
視点から分析を試みた研究を取り上げ 3つのグル
ープに分別を行なった。① SNSの利用方法と内
容からの分析、② SNSが持つ身体像の影響力の
強さからの分析、③ SNS対策による身体像の改
善の分析である。この 3つにグループ分けをした
理由は、その節ごとで説明を行う。
① SNS の利用方法と内容からの分析
　SNSの利用方法と内容からの分析と称した理
由は、以下に取り上げる先行研究は身体像の懸念
や不満が起こる原因に、SNSの総合利用時間や
写真投稿・加工の利用、SNSの画像を閲覧する
という「利用方法」に着目し分析を行なった研究
であるため、SNSの利用方法と内容からの分析
と称した。また利用方法の中でも、Instagram、
Facebookの利用や写真投稿の利用、自撮り写真
の投稿、写真フィルターの利用・加工といった利
用方法に種類がいくつか分かれているため、利用
方法別ごとにグループ名を称し先行研究の分析を
行なった。
　さらに、各グループ①、②、③から SNSが及
ぼす理想的な身体像の形成という分野で、傾向・
対象・方法の部分からオリジナリティが強く、こ
れまでの研究に見られなかった新しい側面から分

析を行なっている研究を 3つ～ 4つに厳選し分析
を行なった。この厳選方法は、②と③でも同じ方
法である。
　a．SNS の総合利用時間からの分析
　Santarossa & Woodruff （2017）は、問題のあ
るソーシャル・ネット・ワーキングサイト（SNS）
利用、SNSの総利用時間 /日、SNSで繋がって
いる友人、特定の SNSの活動が、ボディイメー
ジ・自尊心・摂食障害の病状 /悩みとの関連性を
検討することであった。その結果、SNSの利用
に時間を費やすほど、ボディイメージ・自尊心・
摂食障害の病状または懸念と関連していた。その
中でもボディイメージの懸念を強める SNSの活
動方法は、SNSで他人のプロフィールを閲覧す
ることやコメント投稿が関連していることが明ら
かとなった。
　またボディイメージの懸念が強まるのは、ユー
ザーが SNS上で友人、同僚、家族、有名人と交
流しやすい環境にいることで、ユーザーの社会基
準（美の基準）に影響を与え、歪んだボディイメ
ージを形成することが原因であると指摘してい
る。
　この研究の課題は、ユーザーが見たプロフィー
ル画像に写っている人物の身体的特徴や服装の特
徴という具体性を示唆していない点であると考え
る。プロフィール画像に写っている人物の特徴を
明記する必要性は、その国の美の基準や社会比較
の対象になりやすい人物像を特定し分析すること
で、思春期の女性らが持つ理想的な身体像を特定
できると考えられるためである。また、その国の
女性が持つ理想的な身体像を特定することで、間
違った身体像の形成に対する緩和対策の一環とし
て取り入れることができると考えられる。
　Vikram & Sutar （2024）らは、思春期の SNS
利用、ボディイメージ、自尊心の関係を調査し
た。その結果、SNSの利用率の増加が自尊心の
低下・ボディイメージの満足度の低下に関連して
おり、男性より女性の方がボディイメージの懸念
が強いことが示唆されたが、男女の SNSの利用
時間に差は見られなかった。
　この研究における発見は、社会に存在する美の
基準によってボディイメージや容姿の変化に対し
て大きな影響を与える可能性があるという指摘で
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ある。これは、身体像の理想化が起こる根本的な
要因に美の基準が深く関与しているという裏付け
になると考えられる。
　次に、この研究における不足部分は、SNSの
種類とユーザーの SNSの利用目的を限定・特定
していない点である。SNSの種類を限定し質問
することで、どの SNSが最も身体像の懸念を低
下させる要素であるかを明らかにできると考えら
れる。SNSの種類と活動目的によっては、自尊
心の低下に繋がらず身体像に対する懸念も弱まる
可能性もあるため、SNSの具体的な利用目的や
種類を限定・特定して分析する必要性があると考
えられる。
　Aggarwal （2020）は、若い男女の体型比較、
ボディイメージ、自尊心に関する SNSの利用に
ついて調査し比較を行なった。その結果、女性は
体型比較をする目的で SNSを頻繁に利用する傾
向にあり、より高いボディイメージの懸念を持っ
ていた。
　この研究の発見は、女性は男性よりも自分自身
が太っているという認識を持っており、外見の身
だしなみに注力することを明らかにした。また、
女性が外見の身だしなみに注力する行動背景に、
女性は社会的依存度が高く理想的な体重という社
会的・文化的基準に従わなければならないという
圧力からなる行動であると指摘した。
　次に、この研究における不足部分は男性につ
いての分析が少ないことである。1つ前に紹介し
た Vikram & Sutar （2024）の研究結果において、
自尊心の低さとボディイメージの懸念は強い関連
性を持っていることが明らかにされている。な
ぜ、この研究において男性の自尊心が低いにも関
わらずボディイメージの懸念との関連性が見受け
られなかったのか。男性の自尊心が低かったにも
関わらず、ボディイメージの不満や懸念がなかっ
た要因とは何かといった部分の分析が不足してい
ると考えられる。
　b．Facebook の利用からの分析
　Scully, Swords, & Nixon （2020）らは、SNS
上の外見に関する行動（友人の写真を閲覧する）
と、思春期女子の体型に対する不満について検討
している。結果として、体型への不満は①社会比
較に費やした時間、② SNS上の様々な女性との

社会比較と優位に関連していた。また、親しい友
人と自分の体型を比較し自身を低く評価すること
によって、より悪いボディイメージを持つことに
繋がるという結果を出している。
　この研究の発見では、Facebookにおいて外見
に関連する活動に費やした時間は、体型の不満へ
の直接的な関連はなく、活動に従事している際に
社会比較や痩身理想の内面化を行うことで体型の
不満へとつながることを明らかにした。
　次に、この研究における不足部分は、友人の写
真を閲覧し社会比較をする原理が、他の SNSで
ある Instagramや X（旧 Twitter）でも作用し得
るのかといった点である。また Instagramでは、
#ハッシュタグ検索4）という機能があり、この
機能によって社会比較を行う頻度が増え、外見に
関連する活動に費やした時間と体型の不満への直
接的な関連が見られる可能性がある。
　Meier & Gray （2013）らは、思春期女子によ
る Facebookの利用とボディイメージの関連性を
明らかにした。結果は、Facebookや SNSに費
やす時間が関連しているのではなく、写真活動に
重きを置いた活動を長時間行うことで、痩身の理
想化・自己客観化・体重不満の増加と関連してい
ることが示唆された。この、外見に関する写真を
閲覧または投稿するという活動が、ユーザーが持
っている既存のボディイメージの問題を強化・悪
化させるという関係性があると指摘している。
　この研究に考えられる不足している点は、研究
の対象者が女子中高生のみということである。こ
の研究による結果で、写真活動に重きを置いた活
動を長時間行うことで、身体像の不満や懸念が起
きることが明らかにされているが、男性の利用者
でも同じようなことが言えるのかという分析が十
分ではないと考えられる。
　c．Instagram の利用からの分析
　Fardouly, Willburger, & Vartanian （2017）ら
は、米国とオーストラリアの 18 ～ 25 歳の女性を
対象に、Instagramの利用とボディイメージへの
関心や自己客観視との関係を調査した。その結
果、Instagramの利用が多いユーザーほど自己客
観視が強く、その背景に美の理想の内面化と有名
人との体型比較の両方によって媒介され自己客観
視を強めていることが明らかとなった。体型比較



48 国際文化研究　第29号（2025）

を目的とした Instagramの利用は、女性が持つ
ボディイメージの悩みを増幅させ、外見に関する
関心や内面化に悪影響を及ぼす可能性が示唆され
ているが、過激なダイエット行動を起こす要因に
はならないと指摘している。
　この研究による不足部分は、Instagramの利用
はボディイメージに対して悪影響を及ぼしている
という結果が出ているにも関わらず、実際にダイ
エット行動に移さない女性に関する分析が不足し
ている点である。現に日本では、ボディイメージ
の懸念から過激なダイエットを行う若者が増幅し
ている（森・小原　2003）。この研究では、米国
とオーストラリアを対象に限られているため、ア
ジア圏内の国を取り上げ、Instagramの利用によ
る身体像の懸念から、実際にダイエット行動を起
こすのか、また女性や男性と関係なくダイエット
行動を起こすのかという部分からの分析が必要で
あると考える。
　Pedalino & Camerini （2022）らは、Instagram
の利用（プロフィールの閲覧、他者の体型に関す
るコメント、自分の写真やストーリーの投稿）と
体型の不満（ボディイメージの不一致や体型に対
する感謝の欠如）を関連づける媒介モデルを検証
し、友人・知人・SNSのインフルエンサーとの
社会比較の関連性を明らかにした。
　その結果、Instagramの利用におけるプロフィ
ールの閲覧は体型の不満と関連しており、主に
SNSのインフルエンサーとの社会比較が要因で
あった。友人や知人との社会比較は、体型の不満
と関連性が見られなかった。他の Instagramの
利用方法であるコメントや自主的な投稿には、体
型の不満やボディイメージの不一致とは関連して
おらず、思春期の女性であることと BMIが高い
という事実的根拠が体型の不満の悪化に関連して
いた。
　この研究における不足部分は、この研究におい
ても分析対象が女性のみであり男性が含まれてい
ない点である。さらに、SNSのインフルエンサ
ーだけでなく有名人も研究対象に入れ分析する必
要があると考える。
　Hill & Oz （2024）は、女子大学生の Instagram
における経験、利用パターン、社会比較の傾向
を、ボディイメージに焦点を当て調査した。その

結果、Instagramにおける社会比較の傾向が、ネ
ガティブなボディイメージの循環的なプロセスを
生み出していることが明らかとなった。また、こ
の研究の発見では、ユーザーは同僚・インフルエ
ンサー・セレブリティからの達成不可能なボディ
イメージにさらされることによって、日常生活や
人間関係などの様々な側面から比較を行うという
行動的な部分に影響を与えることがわかったと指
摘している。
　この比較に対する反応は様々で、悲しみややる
気をなくす人もいれば、役に立つと感じる人もい
たことが明らかになっている。この研究におけ
る不足部分は、比較に対してポジティブに捉え
ている人に対する分析が不足している点である。
Instagramを利用し社会比較を行う殆どのユーザ
ーは、ボディイメージの不一致や身体不満という
ネガティブ的な反応が大抵である。このポジティ
ブに捉えるユーザーの心理や利用方法を分析する
ことによって、SNSの利用が及ぼすボディイメ
ージの悪影響に対する解決方法の発見に繋がる可
能性があると考えられる。
　d．自撮り写真の投稿利用と編集からの分析
　Mills, Musto, Williams, & Tiggemann （2018）
らは、SNSに投稿する自撮り写真の編集あり・
なしで、若い女性の気分やボディイメージに変化
をもたらすかどうかを調査した。その結果、自撮
り写真を撮って SNSに投稿すると、気分が低下
しボディイメージが悪化することがわかった。ま
た、SNSに投稿する前に自撮り写真を撮り直し
たり修正したりする機会があった女性も、写真を
修正できなかった女性と同様の気分や不安の低下
を経験することが明らかとなった。この気分の低
下や不満を経験する心理は、投稿後のコメントや
他人の反応を想像して起こると指摘している。
　この研究による不足部分は、投稿後のコメント
や他人の反応を想像することにおいて、相手の性
別によって影響する優劣があるのかという部分の
分析が不足していると考えられる。男性からの指
摘と女性からの指摘では、気分の低下具合や不満
を高める度合いが違うことが予測され、男性から
の指摘を想像した女性のグループと、女性からの
指摘を想像した女性のグループという 2つに分別
し分析することによって、性別間における影響度
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を明らかにできる可能性があると考える。
　Dijkslag, Santos, Irene, & Ketelaar （2024）
らは、顔フィルターの種類が若い女子学生の体型
満足度に影響を与えるかどうかを、変顔フィルタ
ーと美化フィルターを用い比較調査を行った。変
顔フィルターは、顔の輪郭を広くし目を小さく垂
れさせるフィルター加工であり、美化フィルター
は顔の輪郭が小さくなり目が大きくなるという加
工フィルターであった。
　その結果、顔フィルターの種類別によって身体
満足度に与える影響が違うことが明らかとなっ
た。美化フィルターは、実際の自分の顔と加工さ
れた顔のギャップから身体満足度を低下させ、自
尊心の低い若い女性が最も影響を受けやすいこと
が明らかになった。変顔フィルターは中立的な影
響しか見受けられず身体満足感に影響を与えてい
るかは不明であった。
　この研究における不足部分は、写真加工をポジ
ティブに使用している人の分析が十分ではない点
である。顔を変化させるフィルターを使うタイミ
ングや目的、人によってポジティブに使用してい
る場合があり、一概に写真フィルターが身体像や
体型の不満に至るとは言い難いためである。
　Duan, Lian, Li, Niu, & Sun （2022）らは、
SNSの写真活動と体型不満の関係、およびこの
関係における痩身理想の内面化と体型への感謝
（body appreciation）における役割を調査した。
その結果、伝統的なメディアの時代やインター
ネットの時代という区別は関係なく、理想的な写
真やイメージにさらされた人は、痩身理想の内面
化を介して女性のボディイメージの認識を形成す
ることが明らかとなった。この研究における発見
では、個人の美に対する認識を変えることは困難
であり、体型への感謝は女性がメディアによって
形成された痩身理想や体型の内面化を変化させる
助けにはならないと指摘している。
　次に、この研究における不足部分は、写真（画
像）によって従来から形成された理想像に対し、
SNSを利用することで身体像に肯定的・否定的
変化が起こるのかという分析がされていないと
いう点である。常に新しい情報を提供する SNS
は、人が持つ価値観を簡単に変化させる可能性が
あり、理想的な身体像を形成することに対しても

同じように効果をもたらすと考えられる。そのた
め、上述したような部分からの分析が必要である
と考える。
② SNS が持つ身体像の影響力の強さからの分析
　これらの先行研究は、SNSが利用者の身体像
に対して肯定的に影響するのか。それとも否定的
に影響するのかといった、SNSが持つ身体像へ
の「影響力」を中心的に分析している研究を収集
したものである。また、研究目的に特定の SNS
の明記や利用方法から調査している場合であって
も「影響」を調査するというワードが入っている
場合、そちらを優先し②にグループ分けを行なっ
た。
　Slater, Varsani, & Diedrichs （2017）らは、
SNS上で健康的な体型画像や自己思いやり（self- 
compassion）のメッセージや画像に触れること
が、若い女性の体型満足、体型への感謝、自己思
いやり、ネガティブな気分に与える影響を調査し
た。
　結果は、Instagram上で＃ fitspiration 5）とい
う、自分は十分にできている、痩せていなくとも
魅力的であるという意味を持つハッシュタグのタ
グ付けがされている体型画像を閲覧することで、
体型の感謝、自己思いやりが増幅し、ネガティブ
な気分が減少することを明らかにした。この研
究は他の研究と異なり大変興味深いものであり、
SNSは若い女性のボディイメージに対して悪影
響しかないという結果に対して、ポジティブな体
型画像を閲覧し続けることによって肯定的なボ
ディイメージの影響を得るといった真逆の結果を
もたらした。
　しかし、この研究ならではの問題点もあり、
＃ fitspirationは、ダイエット行動や運動を示唆
する言葉であるため痩身理想を強める画像も含ま
れている。その否定的な fitspiration画像を閲覧
したケースの分析が不足していると考えられる。
また、肯定的な身体画像を見ることで一時的なプ
ラス効果をもたらすが、そのプラス効果が半永続
的な持続力を持ち続けるのかといった、効力の強
さという部分の分析が不足していると考えられ
る。
　Kvardova, Machackova, & Gulec （2023）ら
は、青年 613 名（うち 52％が女子）のデータを
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用いて、SNSに投稿された体型に関する肯定的
なコメントが体型不満に与える影響と、肯定的コ
メントが理想的な身体像の内面化・外見のこだわ
り・体型への感謝に対する緩和効果について検討
した。
　その結果、思春期の女性に限り、他者からの肯
定的な体型コメントの投稿が体型不満足に強く影
響することが示唆された。一方で、理想的な身体
像の内面化・外見のこだわり・体型への感謝に対
しては、肯定的なコメントの影響に左右されなか
った。
　この研究における発見は、肯定的なコメントが
体型に対する自信を絶対的に高めるものではな
く、思春期の女性にとっては体型不満を強めると
いう真逆の効果をもたらすという点である。次
に、この研究における不足点は、SNSという大
きい枠組みを対象としていることである。X（旧
Twitter）や Facebook、Instagramにある可視
化された評価の数字（いいね！）と肯定的なコメ
ントを一緒に見ると、同じように体型不満を強め
るのかといった部分の分析が不足しているように
考えられる。
　Papageorgiou, et al. （2022）らは、SNS上で
一般的に見られる性的イメージが、思春期の女性
の精神的健康に影響を与える可能性を否定的・肯
定的に検討した研究である。その結果、思春期の
女性らはボディイメージは大きな懸念点であると
認識しており、SNS上の体型画像を閲覧する際
に否定的な体型比較を行うことが明らかとなっ
た。その否定的な体型比較を行うことで、思春期
女性が持つボディイメージの懸念が強まる可能性
も示唆された。
　この研究の発見では、性的な画像を閲覧しても
体型不満の影響は見受けられなかったが、同僚と
の体型比較によって身体不満に陥るという点であ
る。一方で有名人との体型比較は、現実では達成
できないという認識によって比較対象にはならな
いと指摘している。
　次に、この研究における不足部分は、同僚と体
型比較を行う人と行わない人との違いを分析して
いない点である。この研究では、友人や同僚は親
しみがあり、身近な存在という心理から比較しや
すいと述べているが、他の先行研究では親しみと

いう近さから体型比較の対象から外れるという指
摘がある（Pedalino & Camerini, 2022）。この体
型比較をする対象の違いに、なにか固有の問題や
傾向があるのかという分析が必要であると考えら
れる。
　Leksy（2024）は、同僚、有名人、SNS上の健
康的な体型を持つ 3人を比較対象に設定し、これ
らの身体的画像を見た参加者は、どの人物からボ
ディイメージの影響を受け実際に体型変化という
行動に移すのかを検討した。
　この結果では同僚や有名人を差し置いて、SNS
上の健康的な痩身体型の人と比較することで、体
型変化の行動を起こす人が増加したと指摘してい
る。さらに、この分析によって女性は髪型以外の
外見に関する全ての要因（例えば、腹部の膨ら
み、腕の細さなど）に対して不満を抱えていた。
しかし髪型以外に不満を抱えるという結果に対し
ては、この研究の不足部分でもあると言える。そ
れは国や民族性によって髪に対する価値観や重要
度が異なるため、大部分の女性が髪型に対して不
満を持っていないと問われれば、また違った結果
になると考えられる。
　Roberts et al. （2022）らは、現代の思春期女
性が経験する現代的な環境を反映させるために、
SNSに存在する外見に対する圧力と筋肉理想の
内面化を 3つの要因から（家族・仲間・伝統的メ
ディア）調査した。
　その結果、SNSという主体そのものが外見圧
力の源であることが明らかとなった。さらに、筋
肉質な身体と細い身体の両方の理想像が、SNS
を通じて思春期の女性に伝播しており、痩身理想
に関しては女性の体型不満をより強めていると指
摘した。また、仲間からの圧力によって筋肉理
想・痩身理想が内面化し、家族・伝統的メディア
の圧力からは痩身理想が内面化する。この 3つの
要因を比較すると仲間からの圧力が一番影響力を
持っていることが理解できる。
　この研究における不足部分は、3つの要因にお
ける性別の特定と考えられる。男性からの圧力と
女性からの圧力では、ボディイメージの内面化や
体型不満の懸念を強める影響の強弱は異なる可能
性があるため、家族・仲間における具体的な性別
の設定をするべきであると考える。
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③ SNS 対策による身体像の改善の分析
　グループ③の先行研究らは、今までの研究にお
ける目的の部分から違いがあり、SNSが及ぼす
身体像の影響に関する対策を講じることによっ
て、身体像やうつ病などの精神的病の改善を図る
ことを検討したものである。
　Smith, Mills, & Samson （2024）らは、SNS
を 1週間触らないことが若い女性のボディイメー
ジと自尊心に与える影響を調査した。その結果、
若い女性が SNSを 1週間触らないことで自尊心
とボディイメージの改善という短期的な効果をも
たらした。
　この研究における発見は、1週間という短い間
にも関わらず SNSの利用を禁じることで痩身理
想の内面化が和らぐという効果を持つことであ
る。しかし、この現代において若者が 1 週間も
SNSから自主的に離れることは難しいと考えら
れ、アプリの使用時間を設定して強制的に終了ま
たは使用できなくするといったシステムの開発面
からの介入が必要になると考える。また、長期的
な視点での検証がされていない点が、この研究に
おける不足部分であると考えられる。
　Gordon et al. （2021） らは、青少年向けのソー
シャルメディアリテラシーを理解させるプログラ
ムである「SoMe」が、体型不満・食事制限・筋
肉質な体型・自尊心・抑うつ病状・体型比較・体
型の内面化を軽減させる有効性を明らかにした。
結果として、6ヶ月の追跡調査で、女性は食事制
限と抑うつ病状にわずかな肯定的な介入効果が見
られたが、男性には殆ど肯定的な効果が見られな
かったと指摘した。
　この研究における発見は、女性は SNSから身
体像の影響を受けやすいという事実が明らかにな
ったと同時に、ソーシャルメディアリテラシーな
どのプログラムを受けることで食事制限や抑うつ
病状などが改善しやすい事実も浮かび上がったこ
とである。しかし、SNS上の痩身体型に関する
コンテンツの影響を受けやすいという裏付けもさ
れている。この研究における不足部分は、男性が
SNSの利用による身体像・体型の不満を懸念す
る報告が僅かであるにも関わらず、女性と同じよ
うな条件で分析した点であると考える。
　Mahon & Hevey （2021）らは、青少年による

ソーシャルメディアコンテンツの対処方法および
効果を調査した。その結果、男性は自身にとって
否定的であるコンテンツは避け、肯定的なコンテ
ンツを自主的に閲覧するという対策を取っている
ことがわかった。また体型に関する投稿を閲覧し
ても、批判的に判断したり、その投稿から距離を
置いたり、肯定的に捉えるといった認知的側面か
ら対策を行なっていた。
　この研究における発見は、男性が SNSから否
定的なボディイメージの影響を受けにくいのは、
肯定的に認知するという事と対策を講じているた
めであった。この研究の不足部分は、アジア圏に
住む男性は SNSの利用に対して肯定的に認知す
ることや対策を持っているのかという分析がされ
ていないことである。アジア圏の男性を含めた分
析をすることによって、数々の先行研究の結果が
出している、男性は SNSから身体像の否定的な
影響を受けないという説を確立させると考える。
　本章では、50 件の海外論文から、SNSは理想
的な身体像の形成に影響があるという仮説の有効
性を示唆すると同時に、上述した研究における傾
向・対象・方法の特徴を見出した。また、国内論
文と海外論文に見られる共通点が明らかとなっ
た。その特徴と共通点は以下である。

　（海外論文の特徴）
　・‌�従来のメディアと分析するのではなく、

SNS に特化して分析していた。
　・‌�特定の SNS を分析、または機能面である写

真加工や # ハッシュタグについても調査し
ていた。

　・‌�SNS のネガティブ面だけを明らかにするの
ではなく、ポジティブ面も明らかにしようと
していた。（実際にはそのような効果は見ら
れない）

　・‌�研究対象における性別的・エスニシティ的偏
りがある。

　・‌�海外の先行研究において「社会比較」という
ワードが目立った。

　（国内と海外論文の共通点）
　・‌�身体像を懸念する背景には、社会比較という

概念が関与していること。
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　・‌�SNS の影響によって、若い女性は痩身願望
を持っていること。

　・‌�SNS は若い女性が持つ身体像の理想化や不
満を起こす否定的な影響力があるという状
況。

　・‌�国ごとに違う理想的な身体像があっても、世
界規模で SNS が若年層に対して身体像の懸
念や不一致という影響を与える事実的根拠が
一致している。

　このように海外論文の研究結果の多くに、SNS
は若年層が持つ身体像の懸念と体型不満になる主
たる要因であることが多く示唆されていた。その
要因の根本的な部分には体型の社会比較という行
動が見受けられた。この社会比較は若い女性にお
いて頻繁に起こりうる行動であり、実際に体型を
比較する目的で SNSを頻繁に利用する若い女性
も一定数存在している（Aggarwal, 2020）。
　その一方で、若年層の身体像を肯定的に考慮す
る方法と対策について調査を試みたものも存在し
た。しかし、どの研究においても身体像を肯定的
に考慮させることは難しく、短期的に身体像を改
善する効果のみであり、このような現状は国内の
先行研究と全く同じ結果であった。また、国内と
海外における社会や日常生活からなる価値観は異
なるにも関わらず、SNSが与える身体像の懸念
と体型不満という否定的な影響があるという状況
は共通していた。身体像に関する社会の圧力や社
会基準であるかのように設定された美の基準と
いう概念が、SNSを通じてより顕著に現れ強固
なものとなっている。また SNSの投稿によって、
美の基準を満たしている、または超えている人が
多数存在しているという間違った認識をするとい
う状況が国内・海外でも存在していることが明ら
かとなった。
　唯一の相違点は、美の基準や理想的な身体像が
異なる点である。抽象的な例としては、米国では
メリハリのある痩身体型と健康的な筋肉美が理
想的とされている。一方、ヨーロッパでは、痩
身体型と高身長が理想的な身体像である（Foley, 
King, Pillai, Stickell, & Zinanni, 2024）。それに
対し、日本国内では純粋な痩身体型が理想的とさ
れている。このように、理想とされる身体像や美

の基準は文化的背景によって異なり、実際に各国
における美の基準の特徴を分析した論文（Abdoli, 
Rosato, Desousa, & Cotrufo 2024）もある。こ
のように若年層が持つ理想的な身体像が異なるに
も関わらず SNSが身体像に対して悪影響を及ぼ
すという共通した問題には、SNSが持つユーザ
ーの利用方法すなわち、よく閲覧するコンテンツ
に沿って類似した画像や映像を表示するという
SNSの便利な機能がネガティブ的な機能として
作用しているためであると考えられる。この機能
によって、国ごとに違う理想的な身体像があって
も、世界規模で SNSが若年層に対して身体像の
懸念や不一致という影響を与える事実的根拠が一
致していることが認識できる。

おわりに

　若い女性が SNSを通じて理想的な体型に触れ
る機会が増加していると共に、体型の比較対象の
多様化によって懸念や不満が増幅していた。こ
の懸念や不満により神経症や拒食症などの現実
的な健康被害も出始めている。その問題背景に
は、SNSの投稿に見られる美の基準（社会的平
均）を満たしていたい願望や、満たさなければ
ならないという脅迫観念が生じるようになった
（Yamout et al., 2019）ためである。これらの願
望や脅迫観念を強めるものには、SNS上に存在
する、友人・知人・インフルエンサーなどの身近
な人物との体型比較であった。
　その背景と、SNSは理想的な身体像の形成に
影響があるという仮説の有効性を明らかにするた
めに 50 件の海外論文を分析した。その結果、傾
向・対象・方法が異なるにもかかわらず、最終的
結論は「SNSは理想的な身体像の形成に影響が
ある」に行きつき、本研究における仮説の有効性
を示唆するものとなった。また、これは国内論文
においても同じ結果であった。このことはメタ分
析をしてこそ確認されたことであり、本論文の結
論であり発見である。それと同時に、国内論文と
海外論文の、傾向・対象・手法の特徴を浮かび上
がらせることができた。それぞれの特徴は以下の
通りである。
　国内の研究では、身体像の問題をメディアやイ
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ンターネットの利用時間という対象から分析を同
時に行なっていた。さらに、理想的な身体像や痩
身願望を持つ背景に、他者からの発言（高梨・奥
野　2021）、美の基準の存在（干場・江村　2024）
という社会・文化的な側面からの分析を行なって
いた。しかし、その要因らと SNSに焦点を当て
た研究は十分ではなく、SNSというよりもメディ
アを対象に分析している研究が多く見受けられ
た。
　海外論文では、SNSに焦点を当て分析してい
る研究が多く見受けられ、SNSの種類や利用目
的という、より細かく分析をしていた。さらに、
SNSの利用方法の対策や痩身体型に関する情報
の認知の歪みを正すことで、SNSが持つマイナ
ス要素をプラスに変えることができるのではない
かという研究も行われていた。この研究は、これ
までの SNSと身体像の問題に関する分野では見
られなかった傾向であり、新しい視野からの研究
であると考えられる。一方で、男性に対する身体
像の影響（特に男性の低い自尊心との関係）、ア
ジア系の被験者（特に男性）を対象にした調査の
充実など、これまでの論文では十分に扱われてい
ないことも明らかとなった。
　SNSが身体像に与える悪影響の背景には、体
型に対する社会比較や美の基準が存在することが
指摘されている。しかし、本研究で取り上げた先
行研究の中には、社会比較や美の基準を直接扱
っていないものも含まれていた。そのため、SNS
が社会比較や美の基準を通じて身体像に悪影響を
与えるという側面からの分析が必要であると同時
に、本研究における課題であるとも言える。
　さらに、本研究では「海外論文」として英語
で執筆された論文を分析したが、その対象に偏
りがあることは否定できない。今後はヨーロッ
パ、北米、アジアなどの国・地域別、さらには英
語以外の言語で発表された研究も分析する必要が
ある。なぜなら、SNSが理想的な身体像の形成
に影響を及ぼすという問題が世界的に共通して存
在する一方で、国や地域によって美の基準や理想
的な身体像が異なるからである。また、中国で
は他国で広く使用される SNS（X、Instagram、
Facebookなど）が規制されていたり、オースト
ラリアでは 16 歳未満の SNS利用が禁止されたり

するなど、SNSの利用率や使用状況にも当然な
がら国・地域差がある。これらの点を踏まえる
と、英語論文全体を一括りにし分析したことが本
研究における課題であると考えられる。これらの
不足部分を踏まえ、今後は国・地域を限定しつつ
も、その内部の多様性や複層性に留意しながら、
若い女性が持つ理想的な身体像に対する懸念と、
その背後にある社会比較や美の基準に焦点を当て
た分析を試みたい。

注
1） SNS等で、自分と似た興味関心を持つユーザーが
集まる場所でコミュニケーションをする結果、自
分が発信した意見に似た意見が返ってきて、特
定の意見や思想が増幅していく状態（総務省　
2023）。

2） 下線部は筆者による
3） 下線部は筆者による
4） #ハッシュタグと一緒に検索をかけ、自分の興味・
関心に関連するコンテンツやクリエイターを見つ
け る 機 能（Instagram https://about.instagram.
com/ja-jp/features/search-and-explore）。

5） 健康のための運動（fitness)を持続するように激励
してくれる人や物。語源は fitness+inspirationで
ある。
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